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拡大 RoHS 指令の行方  

EU の RoHS 指令が施行されたのが 2006 年 7 月 1 日で、既に 2 年半以上が経過しました。EU の RoHS

施行に伴って、日本では有害物質含有を表示する J-Moss が、中国では中国版 RoHS の第一段階の有

害物質の有無によってマークを表示する義務などが実施されるようになり、少なからず影響を及ぼしまし

た。EU のRoHS指令の有害物質の管理の必要性は、さらに韓国、アルゼンチン、トルコ、ロシアなどへ波

及していきました。 

一方、発信元の EU の RoHS 指令に関しては、除外規定を見直す案と 6 物質以外に追加すべき規制

対象の有害物質を検討するに至りました。これは、WEEE/RoHS 指令には 4 年に一度、見直しを行う決ま

りがあるためです。今回は、この修正を加えようとする RoHS 指令の見直し案の動きについて紹介しまし

ょう。 

 

EU の欧州委員会は、6 有害物質の使用を制限することで電気・電子機器に対して実施してきましたが、

果たしてこの 6 物質のみを対象とすることでよいかを検討するために、その調査をドイツのエコ・インステ

ィテユートに委託しました。特に規制の範囲を広げた場合に、どういう問題点が起きるのかという調査を

委託し、その最終報告書が提出されました。 

当初、エコ・インスティテユートは 46 物質の候補をあげましたが、16 物質に絞り、さらに 2008 年 6 月 4

日に 9 物質と絞り込まれた案を委員会に提案しました。 

最終的に、委員会が 2008 年 12 月 3 日に新たに 4 物質(HBCDD、DEHP、BBP、DBP)を追加する案を

公表しました。これは付属書Ⅲにヒトと環境に許容できないリスクが懸念される評価対象物質(優先物質)

を指定したものです。 

 

これら 4 物質の使用制限のみならず、さらに、10 の対象カテゴリーの中に、今まで、2 つの除外扱いの

カテゴリーとして「医療機器」と「監視及び制御機器」がありました。 

RoHS 指令の適用対象外となっていた「医療機器」への適用拡大は 2014 年 1 月 1 日から、但し、医療

機器の中でインビトロ診断機器は 2016 年 1 月 1 日より、「監視及び制御機器」への適用拡大は 2017 年

1 月 1 日からの実施案が提案されています。 

 提案 WEEE 指令は、10 のカテゴリーを新 RoHS 指令から引用することになっており、2006 年 7 月１上市

日以降に上市した製品の修理部品も対象とする改正案となっています。 

 さらに生産者や輸入者の義務として新たに宣言を実施することが必要で、適合宣言書の整備と適合製

品に CE マーキングを貼付することが必要となります。記録は 10 年間の保管することが義務づけられま

す。 
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 これらの改正案が審議され決定されますと、新たな問題として追加対象物質に関する分析方法を新た

に議論される可能性があります。 

 6 物質の分析方法については、IEC TC111 の中にワーキンググループ 3(WG3)が設置され、2005 年 5

月に第 1 回の会合を開催して以来検討されてきました。その結果は、IEC62321 として 2008 年 12 月 11

日に国際標準 (IS=International Standard)として発行され、IEC の国際規格として承認された形になりま

した。 

この規格が CE マーキングの整合規格（European Harmonized Standard）として採用されるかがポイン

トとなってきます。このニューアプローチ指令では、製品を欧州市場に流通させる場合に安全や品質に

関する「必須要求事項」を定め、各欧州標準化機構は指令の要求事項を満たす技術的仕様「統一規格

(Harmonized Standards)」を特定し、適合性を確認し、CE マークを貼付するとなっています。 

EU の RoHS 指令には、どうしても代替ができないとされる技術課題を抱える物質に関しては除外規定

が存在し、その除外規定に追加されたり、あるいは除外から削除されたりして変化をしています。表１は、

その除外項目の最近のものを体系化したものです。 

 

表 1 EU の RoHS 指令の除外項目 (2008 年 7 月 1 日現在) 
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このように拡大 RoHS 指令は、変化しながら、より厳しい規制へと進む方向となっています。 

 

今回の改正ポイントをまとめますと、以下のようになります。 

 

■改正前 

1. 対象分野のカテゴリーと対象物質 

対象分野 対象物質 

カテゴリー 対象品 WEEE RoHS 対象物質 略号 

1 大型家庭用電気製品 ○ ○ 鉛 Pb 

2 小型家庭用電気製品 ○ ○ 水銀 Hg 

3 IT 及び遠隔通信機器 ○ ○ カドミウム Cd 

4 民生用機器 ○ ○ 六価クロム Cr6+

5 照明装置 ○ ○ ポリ臭化ビフェニル PBB 

6 電動工具 ○ ○ ポリ臭化ジフェニルエーテル PBDE 

7 玩具 ○ ○ 

8 医療用機器 ○ X 

9 監視及び制御機器 ○ X 

10 自動販売機 ○ ○ 

 

○ 適用  X 不適用 

 

改正後 

2008 年 12 月 3 日に改正案が公表されましたが、その改正案は今後、議論され検討されていきます。現

在は改正案が提示された状態で、改正が決定された訳ではありません。 

 

1. 対象分野のカテゴリーと対象物質の追加 

対象分野 対象物質 

カテゴリー 対象品 WEEE RoHS 対象物質 略号 

1 大型家庭用電気製品 ○ ○ 鉛 Pb 

2 小型家庭用電気製品 ○ ○ 水銀 Hg 

3 IT 及び遠隔通信機器 ○ ○ カドミウム Cd 

4 民生用機器 ○ ○ 六価クロム Cr6+

5 照明装置 ○ ○ ポリ臭化ビフェニル PBB 

6 電動工具 ○ ○ ポリ臭化ジフェニルエーテル PBDE 

7 玩具 ○ ○ ヘキサブロモシクロドデカン HBCDD 

8 医療用機器 ○ ○ フタル酸ジ-2-エチルへキシ

ル 

DEHP 

9 監視及び制御機器 ○ ○ フタル酸ジブチル BBP 

10 自動販売機 ○ ○ フタル酸ブチルベンジル DBP 

3/4 



株式会社ケミトックス 

〒145-0064 東京都大田区上池台 1-14-18 

TEL: ０３（３７２７）７１１１ / FAX: ０３（３７２８）１７１0 

*カテゴリー8 と 9 を対象とし、追加物質として優先物質の 4 物質を追加するとする案 

 

2. マーキング 

今まで、RoHS 指令のマークは存在せず、WEEE 指令のマークの貼付しか義務付けられていませんで

した。今後、今回の改正案の中に生産者や輸入者の義務として新たに適合宣言書の提出とCEマークの

義務が発生することなり、マークは以下のような CE マークを貼付することになります。 

 

 
CE マーク 
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